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1.はじめに

私たちのこの4年間のGPの課題は ｢相互研修型 FDの組織化による教育改善｣であった｡

｢相互研修型 FD｣は京都大学 ◎高等教育研究開発推進センター(以下､ ｢センター｣と略す)

の設立当初からの理念であるが､これに類する理念を掲げ､それを具体化したFD活動を実施

している大学や組織は､他には存在しないのだろうか｡そのような目で海外のFD活動を見渡

したときに注目されるのが､カーネギー教育振興財団 (TheCarnegieFound壬担onfoTもhe

Advancem.enもofTeaching:以下､ ｢カーネギー財団｣と略す)のSoTL(ScholaTShipof

TeachingandLeayning:教育と学習の学識)(1'の理念､およびそれにもとづく様々な活動で

ある｡

私は､2007年 7月に､シドニーのニュー ◎サウスウェールズ大学 (馳eUniveTSityof

NewSo融払Wa且es:UNSW)で開かれた瓦SSO T L (TheⅠnもeTnaもioma且･SocieもyfoTも払e

Scho且aTSぬipofTeachingandLeaTmimg:国際 S oTL学会)の2007年大会に参加 した｡

ISSOTLは､インディアナ大学に事務局を置くSoTLの国際学会で､毎年 1回､大会を開いて

いる｡2007年大会はその第4回大会であり､北米以外で開かれた初めての大会であった｡

本稿では､瓦SSOTL.2007の参加体験をふまえてSoTmの理念と活動を紹介するとともに､

私たちの相互研修型 FDとの比較を試みたい｡このような作業を通じて､相互研修型 FDの理

念と活動について課題の吟味と可能性の探索を行 うことが､本稿のねらいである｡

望eSや･T･Lj鞄理念 と活軸

乏-~喜:Z専門家モデルと雨旗モデ飽

田口 (2007)は､FD実施主体に求められる役割を､ ｢専門家モデル｣と ｢同僚モデル｣の

2つのタイプに分類している｡ ｢専門家モデル｣では､大学教員を ｢研究においては

professioma且(専門家)であるが､教育においてはnovice(初心者あるいは未熟者)である｣

ととらえる｡したがって､そこでは､FD実施主体は教育の ｢専門家｣であることを求められ

ることになる｡海外では､こうした ｢専門家｣として､教育学関係の博士号 ◎修士号をもつ

FDの専門職 (プアカルテイ ◎ディベロッパー)が多く存在し､そのための組織 (たとえば､

POD)も存在している｡

一方､ ｢同僚モデル｣では､大学教員を ｢研究においても教育においても専門家である [あ

ろうとする]｣ととらえ､FD実施主体には､ ｢同僚｣として､そうした専門性を相互に高め

ていけるよう援助 ◎促進することが期待､される｡

田口は明確に述べていないが､何よりも大きな両者の差異は､FD実施主体が､自分自身の

授業をもち授業を行 う人間 (すなわちもeachingsもaff)であるかどうかという点である (表 1
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位置づく活動である｣ (厨｡59) と し て い る｡しかし鴇多 く の 大 学 ではb野馳の専門職 が いない

ので否応なく滝教員の一部が 欝EBを 実 施せざるをえないと い う のが実態なのではな い だ ろうか.

いわ ば ｢事実 (結果) としての 閣 僚モデル｣である｡それが証拠にbそうした大学 では馬車閃

家 を外 か ら招 いて啓蒙型の野馳活動を行ったり句最近ではプア遵ルティ ⑳ディベロジバ-の養

成に 田を翻 すたりして箇㌔る(2)｡これに対 し て 泡 私たちのセンタ-は ｢閣僚モデル｣を欝EBのあ

るべき形態ノとしてとらえる泡いいかえれば ｢価 値としての閣僚モデル｣ に立っているといえる｡

田中 (望榊3)にはそのことがはっきりと記 さ れ てもうる｡

野33においては､専門家と素人という啓 蒙 的 な構図 は 徹 底 的 に馴染ま ない｡大学教員は､それ

ぞれに固有の教育的な状況ないし文脈の う ち に組 み 込 ま れ て いる｡かれらは､毎分たちに固

有に教育的な状況ないし文脈を､画分 た ち 由 身で 読 み 込 み 読 み かえ る｡欝EB活動は､このよう

な個別的な田常的教育活動を前提にし て ､ 由 立的 な 実 践 者 ど う L が協働することであるほか

はない｡啓蒙活動ではなく相互研修で あ る ｡ ( 関 取 盟 の ⑳ 3 , 野 ｡且 9 )

私のみるところち鮎管鮎はこれと共通 の 理 念 に 立 っ て いる｡ た とえば包軸管鮎の中核的実践
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瓦U選での Sの管鮎を句 ｢学士課程教育の改善-のプアカルテイ主導の活動(飽和晦 磯野豆ve弧
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れに相加するアプロ-チ｣であり､またも ｢特定の問題牽学習方法に焦点をあてるよりは馬む

しろプアカルテイが多様なアプロ-チを探究し句教室での毎分転身の経験から生じる学生の 学

習に関する問題について省察することを促す｣ものだとしている.類敵性は明らかだろう｡

それでは､SoW鮎とい う理念は､どのようをとして生まれ､実際にどんな活動を行ってWるの

だろうか｡
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｢学識｣と訳されるが､わかりやすくいえば､大学教員の仕事のうち､学者 (sc払o且ay)たる資

格に直接結びつくものをさしている｡ボイヤーは､学識 として､ (知識の)発見､ (知識の)

統合､ (知請の)応用､そして教育をあげた｡このうち､狭義の ｢研究｣ (TeSearC払)は発見の

学識 に 対 応する｡ボイヤーの意図は､研究に重きが置かれすぎている現状に対 して､他の 3つ

も学識本来の様式として認め､それらに ｢報酬を付与する｣こと､また､研究大学というモデ

ルがシステムを支配 し続けている現状に対 して､すべての大学が ｢固有のニッチ｣を見出し､

アメリカの高等教育における ｢威厳のある多様性｣をもたらすことにあった (Boyey,且990,

邦訳 p｡6)｡

ボイヤーの後を引きついで理事長 (且99冒年～現在在職)となったリー ◎シュルマン(‰eeS｡

馳 弧且ma弧)は､SoTに ｢学習(ieaTnimg)｣ とい う要素を組みこんだ｡それが SoTLAである｡シ

ュルマンは､共同研究者 (現 ◎副理事長)であるパット◎- ツチングズ(Paも箆uchingS)との

共著論文のなかで､次のように述べている｡

教育の学識 は ､すぐれた教育と同義ではない｡教育の学識には､ある種 ｢メタになること

(goingmeもa)｣ が必要である｡つまり､学生の学習に関する問題一 学習が生じる条件やそ

の態様､深め方など- を枠づけ体系的に検討すること､しかも､自分のクラスを改善する

だけなく自分のクラスを超えて実践を向上させるという意図をもって行 うことが必要なので

ある｡(Hu も c h in g s &馳 通 m an , 且999,p｡且望)

また､欝覗鮎eT& H 融 軸 im gs (2005)は､広義の SoTmの考え方 としてこう述べる｡

この仕事 [-SoTm]の中核には､プアカルテイが自らの教室での教授 ◎学習を､実践の改善

のために､また同僚 (p eers)の利周に供するために､検討し記録する際に行うたぐいの探究と

吟味が含まれている｡ (p.逮)

著者の一人､メアリー ⑳ヒュ-バー(AaaTyW｡欝覗魁eT)は､カーネギー財団の上級研究員で

あり､この本は､･迅oyeT拍990)､鎧且assiekeも絶息｡(且99冒)と並んで SoT‰関連の重要文献とさ

れている｡

こうした説明のなかにも内包 されているが､SoWからSoWm-の学識概念の拡張のもう一つ

の特徴は､学識がコミュニティの所有物(comm覗孤立紗 那opeE醇)であることを明確化 した点に

ある｡ 馳 覗且ma弧(且999,p｡且5)は､学識は少なくとも次の 3つの属性をもたぬばならないとい

う｡

①公表される撒ecomep覗毎払C)

②コミュニティのメンバーによる批判的な批評 と評価の対象になる

③コミュニティのメンバーがそれを使い､もそれに基づき､それを発展させる

大学教員の研究者 としての学識が学会というコミュニティによって担保 されるように､大学

教員の教育者 としての学識は､それぞれの専門性に根ざしながら､ (学生の学習をエ ビデンス

(ev立退e弧Ce:根拠 資 料)(3)として議論 しあう教育コミュニティ)によって担保 される､と彼は考

えるのである｡

つまり､S oWからSoW‰-の変化によって､ ｢学生の学習-の焦点化｣ ｢コミュニティの所
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有物としての教育というとらえ方｣ ｢学生の学習を教育のエビデンスとして示すことの重視｣

という要素が新たに加えられたことになる｡

盟-3. S o T ILA釣 tぎ 円 伊 ラム

(a)CA S Tl-fL｡

現在､このようなSoTLの理念のもとで､各大学 ◎カレッジ､その他の高等教育関連機関な

どによって､多彩な活動が展開されている｡その中心的なプログラムは､CAST‰(CaTmegie

Academyfor地eScho且aTShipoTTeachinga-nd‰earning)である｡

CASTLには､①機関リーダーシッププログラム(CASTLAIms摘 u もiona且‰eadeTS払ip

PTOgTam)と②加盟校プログラム(CAST‰Å銑且iatesPTOgram)がある｡以前は､Carnegie

Scho且aT(教育ですぐれた業績をあげている各学問分野の大学教員がカーネギー財団に且年間

在留して教育の研究に従事する)とCAST‰CampusPTOgTam (各大学キャンパスにおいて

SoTL活動を組織する)に分かれていたが､200冒年に前者は募集を停止し､後者はこの2つ

のプログラムに改編された｡

①では､全部で 且2このテーマが設定され､各テーマにつき一つの高等教育関連機関がコー

ディネー ト機関となって､それぞれ 5- 且0の機関 (あるいはそのネットワーク)とクラスタ

ーを組んで､活動を行っている (表 2参照)｡ 現在､参加機関の新規募集は行っておらず､い

わば "固定メンバー"で実践研究を進めている｡表 2をみると､かつてボイヤーが意図してい

たように､多様なタイプの大学が､自らの大学の直面する課題に対し､同様の課題を抱える大

学と協働 して取り組んでいるさまが見てとれる｡

表 2 (=･.IqSLi●岳.‥汀1S抽jtior感 Lctadi=jF･S極 PrelgrFZ汀潤テ-lil--マと参加機関

チ-､マ コ-デイネ-卜機 参効目磯関数

1Bu闇盲門gSoTLeommur漉表es TheO摘e)Sもateum毒vevsはy 7

2 Bu i著d 毒mg SoTLSysもemw毒de um盲vevs抱y◎官榊岳sGOmS表門Sysもem 5*

3 eogr漉 iv e A曹ectiveLeamimga雨 もheS◎WL OxずordeoMegeo官臣movyumivews絶y 7

4 Communit喜esofPract盲cePooiing∈ducationalResourcestoSupportSoTL(COPPER) 掴まdd且esexeommun托yeo"eg援 6

5 Gross-Cut如gThemesiritheSo†L Ca再etonCoHegeand恥ugはsGoHe酢き 8

6 ExpanehgもheSoTLeommons 盲ncささanaUn緑eF芯注 9 率

7 GvaduateE適ucatiom:†heE鵬 egraも毒omofResearGh,W e a G 摘ng,aridLeavming u涙verskyC(痛e酢 eく) 習率

8 喜ntegはtingtheSoTL喜nto互r;S鴇u嶺onaきeL此ure:PhiiosophyーPolicyand‡扉rastructure Bu曹aBoStatee◎脂ge 7
9 日beralEduGat壱on:CoreCurricu昔um St,○厨 Go梅酢 8
巧0 ■Mer舶｢ingScho!arsofTeach毒ngandLe;arnsr5 Rockhurstun盲vers桓 6

M Sもuder沌VoiGeS喜mtheSoW』 Westem聯ashim離omum盲vers 絶 y 6

(出輿)cASTLめWebサイト(2007.12.26取得)より作成.
(注1)SoTLは"Scho一arshipofTeachingandLearning"を表す.
(注2)参加機関数の率は､参加機関めなかに単独碍機関だけ竃なく､複数の機関からなるネッ巨ワ-タを含む=と を 示 す .

且998年の設立以来､CASTiAには200以上の機関が加盟している｡②の加盟校プログラム
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は､SoTLを組織的に行お うとする機関を支援するプログラムである｡加盟校になると､ 5人

のメンバーからなるチームを組織 して､その機関での SoTLの実践に取 り組み､カーネギー財

団との連絡を行い､年 1回の CASTLの総会に出席する｡カーネギー財団は助成財団

(gTanもingfoundation)ではなく事業財団(opeTaもingfoumdaもion)なので､参加機関に財政援

助を行 うことはないが､参加機関になれば､他の加盟校 と協働関係を築いた り､機関の活動を

記録 ◎広報するためにKML (下記)の開発 したオープンソース ⑳ツール 監EEPToo肱iもを使

ったりできる｡ とくに最近加盟 した機関に対しては､ロヨラ ◎メリーマウン ト大学(Loyo且a

MaTymOunもUniveTSity)がコーディネー ト機関となって､SoTLの組織的取組を支援 している｡

①が SoTLの ｢深化｣をはかるプログラムであるとすれば､②は SoTLの ｢拡大｣をはかるプ

ログラムといえるだろう｡

CASTLに串ける大学の組織化については､ "ImtegTaもing もheScho且arshipoTTeachi喝

andLAeaTningimもoⅠnsも血 もio甲a且CuituTe:Phiioso鍾 y,Po且icyand互n鮎 SもrucもuTe" とい うテ

ーマで､①のコーディネー ト機関になっているニューヨーク州立大学バッファロー ◎ステー

ト◎カレッジ(SU国YBa鮎 且oSもaもeCo且且ege)のWebサイ ト (h枕p://www｡bu鮎 且osもaもe｡e通弧/

oTgS/casWso班｡h七m且)に､ うまく整理されて紹介されている (ただし､2007年の改編前の説

覗)｡ 少 し長 くなるが引用 しておこう｡

CampusProgTamは､自らのキャンパスにおいて教育と学習の学識 (SoTL)を育成し支援
するために公的な関与をする用意のある機関であれば､どんなタイプの機関でも参加できる

ようデザインされている｡このプログラムの長期的目標は､教育と学習の学識 (SoTL)に対

する構造 ◎支援 ◎フォーラムを提供することをめざして活動する教育のアカデミーをキャン

パスに構築し､そのようなキャンパスのネットワークを国中にはりめぐらすことである｡

それぞれのキャンパスは､機関のタイプ､これまでの活動､既存の方針や実践､大学文化

の諸側面などによって異なる多様なや り方で､この活動に取り組むことができる｡たとえば､

大規模の研究大学は､小規模のリベラルアーツ ◎カレッジとは異なるや り方で活動を組織す

るだろう｡また､コミュニティ◎カレッジは､総合大学とは異なる課題や機会に直面してい

るはずである｡学生の学習の評価や授業のピア ◎レビューのような領域で活動してきたキャ

ンパスは､こうした問題に新たに取り組む機関とは異なる地点から活動を始めることになる

だろう｡

このような差異の存在を認識した上で､CampusPTOgTamでは､この活動に関心をもつキ

ャンパスを募って､各キャンパスで行ってきた努力を組織化し､機関同士が相互に学び合 う

ことのできるように､そのプロセスと目標を登録してもらうようにした｡

2003年には､3段階のCASTL-の参加形態が創 り出された｡教育と学習の学識(SoT‰)の

活動を設計 ◎記録 中普及するために､且2のキャンパス ◎クラスターが設立された｡各クラス

ターは1校のLEADE民SHⅠPCAMPUSと数校のCO配ECAM二PUSメンバーからなる｡ [中

略]

CASTL-の参加の第3のレベルは､CAM二PUSP毘OGRAMAFFLⅠATESである｡ これは､
教育と学習の学識の促進に向けて他のキャンパスとのインタラクションを要望するキャンパ

スだが､現在のところ､クラスター ◎プログラムに加わって活動してはいない｡

このように､CAST弘では､それぞれの大学の固有性 と多様性にもとづきつつ､相互性 とネ

ットワーク形成による組織化が進められている｡このような CAST弘の組織化の理念 と方法は､

私たちにとっても示唆するところが大きい｡この点については､3-3であらためて言及 しよ

う｡
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(lb)Kn珊 且edg･eMedia互｡abo陀to.E･y

SoTLの活動をテクノロジーの面から支えているのが､知識メディア研究所(Know且e捜ge

MediaLaboTatoTy:KML)の活動である｡ K MLの活動理念は､図 1の ｢知識構築 ◎共有のサ

-クル｣に端的に示されている｡

それぞれの教員や教育機関が自らの教育実践

とその記録を ｢創造(cTeaもe)｣ し､それを相互

批評 しながら ｢共有(shaTe)｣ し､そうして共

有された教育実践を自らのものとして同化 し

｢使用 (use)｣する｡ そ うして､オンライン上

に､オープンに教育的知識を交流する ｢教育と

学習の共有地(Te a ch in g &Learning

Commons)｣を創 り出そ うとい うのである｡

汲MLでは､このような活動を行 うための具

体的なツールや教授 ◎学習の成果を展示するギ

ャラリーも用意 している｡

･監EET(Know且edgeExchangeEx払ibiもion

園 .､う 知 識 構築 ｡共 有 針 モ巨･---･..I?ル

(出輿)KMLaB囲めサイトより抜粋｡

andPTeSemtaもiom)Too肱iも:あらゆるレベルの教員と生徒 ◎学生が使える無料オンライ

ンサービス｡必要にあわせて既存のプラットフォームに統合できるオープンソ-ス ◎ツー

ルでもある｡

㊨T翫eGameTyOfTeachimgandmeaTnimg:CAST弘に参加する大学教員や機関が自らの教

育や FDの成果をオンライン上で公開する場｡閲覧は誰でもできる｡

(揖魯東学におけるSoTIL..i

CASTiAに加盟 している大学では､それぞれのキャンパスで SoTEAの活動を行っている｡現

在､ "濫Ⅹpan組img忠弘eScぬo且aTS甑ipoTTeac甑i喝 amd‰eaTni喝 Commo弧S" というテーマで､

CAST‰‡mSもi紬もiona且‰eadeTS払ipPTOgTam のコーディネー ト機関になっているインディアナ

大学ブルーミン トン校 (IUB)の活動については､鳥居 (200冒)の調査報告がある｡ またWeb

サイ ト (hも極://www.indiam乱edⅦ/～So棚)からも瓦U馴 こおけるSoT鮎の詳細を知ることがで

きる｡

瓦U Bでは､且998年にSoW鮎の活動を開始し､現在は､ 6名の委員からなるSoW鮎運営委員

会(SもeeTimgComm立地 e)と望且名の評議員からなるSoT‰諮問評議会 (Å趨VisoTyCo随弧e豆且吊こよ

って活動が進められている｡助成金 (SoTEAEAea舶TS鮎ip鎧Ta弧も)を授与したり､年十数回の

研修を実施するといった通常の野D活動のほか､それぞれのプアカルテイ ◎メンバ-が自らの

教授 ⑳学習活動の成果を出版するためのリソースを充実させその援助を行っているのが､

SoTmならではの特徴である｡We鮎サイ トには､瓦U盟の教員に手になるSoW‰関連の論考

(雑誌論文や単行本など)やコース ⑳ポー トフォリオの一覧(迅息鮎且亙ogT盈野馳y)も掲載されている｡

鳥居は､瓦UBの調査報告から得られた､大規模研究大学における闘B組織化-の示唆とし

て次の3点をあげている (鳥居夕望00冒,厨｡趨6)｡
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①多様で異なる専門領域の教師の教育実践を公開し､それらの実践を教師集団において共有

し相互に学びあうことが前提となること

②寛いだ自由な雰囲気のなかで同僚間において学術的かつ建設的な意見交換がなされ､孝受業

改善-の有益なア ドバイスを得ることが､持続的かつ恒常的な授業改善の基礎を築くこと

③個人のレベルおよび教師集団のレベルにおいて教育の学識の蓄積をはかり､それらを積極

的に公開していくことが研究大学の存在意義を一層強め､教師のコミュニティに活力を与

えていること

こてIIIJ∋はi=JJT'=.たヨ'riTLJ(BlJeS-=･-I_ご立 つ二王Ti･-jllSity二〇二だつご･{;ilIJ.I:A.二子〇ご二l･lej'1.:=i_vaニCene:.I,_･:;○ぎ正e･

St-jick.正士 =:-:tIJTl三-:._ニ:I.ingど.:I.7i･=T.Irl･-JtT_:五二g)のリーダーを務めており､また､二UB､のSC'TlL!括動

は､SoWmの出版の援助､博士課程学生-のFEB(p TeP aTimg 鮎も随Tefac融息女)など､研究大学

ならでの性格を色濃く帯びている｡ただし､①～③の特徴は､2-2でみたようにSoT‰本来

の特徴といえるものであり､必ずしも大規模研究大学に限定された特徴というわけではない｡

たとえば､前に取り上げたバッファロー ⑳ステー ト⑳カレッジは､互U盟のような大規模研究

大学ではないが､そこでのプログラムも①～③の特徴を共有している0

なお､インディアナ大学やバッファロー ◎ステー ト⑳カレッジのような拠点校だけでなく､

たとえばヴァンダービル ト大学(V盈取組e地組もUm息veTS極 )のような一般の加盟校も､充実した

I.It:TTI_,の丁]-r31'Trティ>トをもっており (王･:-,_-_:::;;:il.:Tr:TrT,J,E･.正I-jl<=蘭.i.1･.-J･.亭二!':::;:I.i.!t::.･J∋･S〇T._i_i,二･三Si.''t･S･tl.塗iII,_T!:i_

yeso岨TCeSjTe鮎Cもimglsoも且｡鮎もm)､各大学でのSoW‰活動が活発に展開されていることがうか

がえる｡

I::I..1--.･-亀,二t,=J'.;さて;･;I_T･IT::II:〇･:ご:Tに串::__-;:I.二て

瓦SS⑬W魁は､200後年に設立された｡以後､第 且回大会は望00趨年 且0月に瓦UB (8カ国舶0

人が参加､研究発表数 280)､第2回大会は2005年 且0月にカナダ ◎バンクーバー (8カ国

6冒望人が参加､研究発表数 29望)､第 3回大会は2006年 且且月にジョージ ⑳ワシントン大学

(且6カ国800人が参加)で開催されてきた｡今回第4回大会には､アメリカ､カナダ､イギ

リス､オース トラリア､ニュージーランドを中心に約 後00人が参加 し､309の研究発表が行

われた (鮎醜p:ilwww｡且ss誠 ｡oTg胤 SもoTy｡鮎もm且より)｡ 日本からの参加は､本センターから構

上 ◎松下､徳島大学大学間放実践センターから宮田政徳氏と神藤貴昭氏､山形大学高等教育研

究企画センターから杉原薬晃氏の計 5名であった｡

魂日間のプログラムは､ ｢基調講演(key取離e)｣㌔ ｢特別セッション(feaも硯Tedsess亙o弧)｣㌔

｢一般セッション(co弧C岨丁雷e弧もsession)｣などからなっており､ ｢一般セッション｣には､研

究発表(野鼠PeE?)のほか､パネル､ワークショップという3つの形式があった｡以下､印象的だ

ったものをいくつか紹介しよう｡

':工 芸苦言賢漬

開会行事直後の基調講演は､カール ⑳ワイマン(鰐級丁且震｡W亙eman)による ｢望且世紀の科学教

育 :科学を教えるために科学の道具を使 う｣であった｡ワイマンは､200且年のノーベル物理
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学賞受賞者であり､カーネギー財団百周年記念講演も行っている｡ノーベル賞受賞決定後の記

者会見を､ ｢もう授業に行かなくては｡学生たちが僕を待っているからね｣と言って抜け出た

という逸話の持ち主だ｡現在は､ブリティッシュ ◎コロンビア大学のカール ◎ワイマン科学教

育イニシアテイヴの所長とコロラ ド大学のコロラ ド大学教育イニシアテイヴの所長を兼任 して

いる｡ワイマンこそ､ ｢発見の学識｣と ｢教育の学識｣を兼ね備えた学者のモデルだというこ

となのだろう｡

ワイマンは､クリッカ-を使った彼 自身の物理の孝受業 (初年次生対象)の様子を映像を使っ

て紹介 し､学生の学びの成果を認知科学の知見を引き合いに出しながら論 じた｡認知科学的ア

プローチによる科学教育研究としては､特段目新 しさを感 じるものではなかったが､一流の学

者が､授業での学生の学習をエビデンスとしながら､自らの授業を検討 していること､しかも､

単に自分のクラスを改善するだけでなく教育コミュニティの所有物となるようメタ的にも論 じ

ていること､こうした点が典型的な SoWmとして評価されているのだと考えられる｡

最 終 日 の 基 調 講 演 は ､ヨ-ロツパ大学連合(濫ⅦTO節ea弧U孤立veys軸 Assoc息誠 o弧)の副事務総

長アン ドレ- ◎サーソック(Å取組丁壷eS覗TSOC鮭)による ｢移 りゆくヨーロッパの大学｣であった｡

サージッタは､ボローニヤ ◎プロセス以降のヨーロッパの大学の変化について､最初は､学位

構造の共通化という限定された課題からスター トした改革が､あたかも一本の糸を引っ張るこ

とで布地全体がほどけていくかのように､次席に新 しい課題を加えてb大きな改革をもたらし

つつあると論 じた｡彼女は､この変化を､次のような複数の葛藤 しあうプレッシャーとして整

理 した｡

魯 (参加を広げること)ど (サービスのためのコス トを削減すること)

㊨ (標準化する文化(鮎enC鮎m盈洩i弧gC覗且も随Te)を作 り出すこと)と (競争の利点を保護する

こと)

㊨ (市や地域に奉仕すること)と (グローバル化の文脈のなかで国家およびヨーロッパ全体

の要求に応えること)

㊨ (ヨーロッパ内での流動性を高めること)と (ヨーロッパの外からより多くの学生 ◎教員

を惹きつけること)

･ (学問的な質を向上させること)ど (労働市場の要求に応えていくこと).

㊨ ( 互 換可能なカリキュラムを提供すること)と (文化的多様性を維持 し､より学習者中心

の個別化された学習経路(ie扱ぎ弧i弧gPa忠弘)を提供すること)

こうした葛 藤 は 田 本 にいる私たちにとっても無縁ではない｡これらの課題をどう調停 しなが

ら､ヨーロッパ の 大 学 改革が進んでいくのか､注目したい｡

早.!輯就セ..}･r十.:-=二･′

特別セッションは､①パット⑳ハッチングズとメアリー ◎ヒュ-バーによる ｢SoWEAのなか

に理論を位置づける｣㌔②カーネギー財団上級研究員で 監MEA所長の飯吉透bM瓦甘教育革

新 ⑳テクノロジ一部部長のビジェイ ⑳クマ-(M｡S◎V軸y監髄maT)ほか4名による ｢教育を開

く :教育改革を引き起こすための集団性 と共有地｣㌔③ 腰離 eFEd紺CBtlQoB､彪緬m題tjoB題♂
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eFouBalFopAcademl'cDe吻 meBれ Tea適1.Bgl'B聯 eFEd甜CBtjoB､ Brl'tl'sAehumalof

戯 ucBtioBalPsycAohgyなどの雑誌の編集委員 (いずれも大学教員)によるパネル､の 3本

立てであった｡私は②のセ ッションに参加 したが､KM弘の活動についてはすでに2-3で紹

介 したので (飯吉氏の発表の内容もそのなかに盛 り込んである).､ここでは割愛する｡

①②もさることながら､Som の特徴をよく表 している'と思われるのは､③のセッションで

ある｡このセッションは､So甘EJに関する論文を出版するのに適 した雑誌の編集委員を集めて､

参加者の質問やコメン トに応えてもらうとい う企画であった｡SoTLにおいて､自分の教授 ⑳

学習活動の成果を､研究活動の成果と同様に､雑誌論文 とい う形で公表するとい うことがいか

に重視されているかを物語っている｡

(a)一般セッション

一般セッションでは､且73の研究発表､冒6のパネル､22のワークショップが行われた｡ポ

スター発表は 38にすぎず､しかもワインとチーズの出る夕方 1時間半のカジュアルな時間帯

に､一般セッションとは別に組まれていた｡

一般セッションで感 じたのは､通常の学会との違いである｡ 数からみても､研究発表に比 し

て､パネルやワークショップの多さが目立つが､内容的にみると､研究発表やパネルでもフロ

アでのディスカッションを含んだものが少なくなく､学会全体が実践交流 ◎問題共有の場 とい

う雰囲気をもっていた｡たとえば､ ｢学生のふ り返 り文(Te鮎Cもivewy損mg)を通 じて統合学習

(五mもegTaもive且eaTmimg)を評価する :問題 と課題｣ (配emeeMic鮎ae且,況oc姐 usもUniveTS軸 )

とい うタイ トルの研究発表では､自分の心理学研究法の孝受業における統合学習の試みと､半数

の学生は統合学習のパフォーマンスが改善しなかったとい う事実が報告された後､フロアに対

して ｢なぜ改善 しなかったのか｣ ｢他にどんな援助 (sca鮎且姐ing)が可能だったか｣ ｢私に欠け

ていたものは何だったのか｣といった問いが投げかけられ､フロアからさまざまなアイデアが

出された｡これ以外でも､研究発表の最後に 且､ 2の実践上の悩みや問題が出されて意見を求

めるとい うスタイルは一般的で､フロアもごく由然に受け止めていた.そ うい う点では､学会

よりも､民間教育研究団体の分科会に近いコミュニティ性を､私は感 じた｡

もちろん､もっと研究色の強い発表もなかったわけではない｡マイアミ大学のミル トン ◎コ

ックス(Mi且もomEB｡Co又)は､ ｢プアカルテイの学習コミュニティ(Fac覗且もymeaTmimg

CommⅦ弧軸 :FmC)｣論で知 られているが (Co濫&配ich且in,200趨)､彼の企画 したパネルでは､

教員個々人の SoT‰発達のモデル (Wesもon&Mc A 且p i m e,霊oo且) とプアカルテイの学習コミ

ュニティの形成をどう関連づけるかとい うテーマのもと､4人の発表 とディスカッションが行

われた｡コックスによれば､F弘Cモデルも連邦政府からの助成を受けて､すでに 且00以上の

機関で実践されているらしい｡SoW‰以外にも､コミュニティとネットワークの形成が進んで

いること.､その理論的な統合が試みられていることを知ることができたのは収穫であった｡
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~,:J 工 ::.･:::∴-･1:":立 宣高 二L1-I:聖.:I:･.=.:I:::.･･∴ .･.::3:,:.

以上をふまえてb以下ではもSの管‰とおと較 しながら㌔センタ-の相互研修型 野EBの課題の吟

味と可能性の探索を進めていきたい｡ただしもセンタ-の活動についてはb平成 望0年度から

5年計画で実施する概算要求プロジェク ト (特別教育研究 ｢大学教員教育研修のためのモデル

拠点形成｣｡第二部の付録 趨参照)の内容も一部含んでいる.

･･_..･. :二･二;..:I:,-;二･

まずb 望一 息で述べたように鴨両者の間には理 念 の 上でかなりの類似性がある｡塵複する部

籍もあるが句ここであらためて整理 しておこう｡

･大学教員を研究だけでなく (教育におい で も専 閃家)たるべきであるとみなすこと｡

･閣僚モ デ ル に 立って滝野EB,を (プ ア索ル テ ィ主導 ) で行お うとすること｡

･田常 的 な (教室での教育実践)を閑B⑳教 育 改 善 の最も基本的なブイ-ル ドだとみなす こ

と｡

･特 定 の 問 題牽方法に焦点 をあてるよりは滝個府の大学教員が由らの く実践を省察)するこ

とに焦点をあてること｡

･安易な㌻般化を行わず 鴇 個府の教員牽大学の (固有 性 ) 牽 く多様性)にもとづも満た 野馳を

行お うとすること｡

･大学教員間の相互 批 評 牽 大学間での相互連携など (相互性)を重視すること｡

･教育実践を共有 し相互性 の関 係 で結ばれた くコミュニティ)あるいは (ネッ トワ-夕)を

構築 しようとすること｡

三日告 喜,巨頭-;;:I,･二二′こ!')..:I:lLあげ た ニ:･I.I.:=L･(,::∵′よ′享二王.I::･-∴･)コ二･の 三･･丁の:;::/:f:it;-･･､弓.､言='(-('･:::セ:-,}-･--･

の 野EBの特徴 といわれても違和感がないほどである｡

他方で勺両者の間には相違点があることも否定できない｡第一にあげられるのは滝 ｢学生の

学習-の焦点化｣ ｢学生の学習を教育のエビデンスとして示すことの重視｣と♭満った 鮎野馳の

特徴が馬センタ-の相互研修型 野33にはみられなも頂ことである｡ "ev五線e弧Ce" とい う概念を

鮎W鮎のように広義に解釈すればも学生が何をどう学んだかを野Ea⑳教育改善めェ ビデンスと

みなす とい うことは当然のことであると思われるLもそれを組みこむ こ とはセンタ-の相互研

修型 欝EBの今後の課題だろ うと個人的には考えるが (たとえば､松下 (望00冒)淘平山 ⑳松下

(印刷中)など)包ま だ センタ-全体の合意になっているわけではない .

第二の相違は鴨 ｢教 育 の学識｣を公表することに対する比重の 違 い である｡笠田選でも

瓦SS⑬W鮎でもも毎分 の 教育 ⑳学習活動の出版は 鮎管鮎の重要な一 部 とみなされてむ満た｡

′二:-:.:.二二上 こ:_二･:一三:-.::_こ∴〟 と高 二.7.rJ;=･I.∴ ･.i/:･:I:11'!･∴･､∵∴､て-:･.そ∴.′7､ -.::tニ=･--711宣岳'IL,-･',J生,:;五十:;::一書工

が田本よりは評価の対 象 となるアメリカの大学で句 ｢教育の学識｣に ｢発見の学識｣ と並ぶ価

値を奪えようとすれば 馬研究論文 と同じように教育論文を 野馳鮎鳳息s施していくことが鴇最も有効

なス トラテジ-だとい うことだろう｡つま り鴇教育を研究 と同 じ論理で動 く活動 とすることで鴇

-弓∴ ニー



教育の価値の引き上げをはかったのだと考えられる｡一方､センターでも､毎年 3月に行 う

｢大学教育研究フォーラム｣で個人研究発表のセッションを設け､そのうちす ぐれたものをセ

ンターの紀要である 『京都大学高等教育研究』に投稿依頼するというシステムをもっている｡

しかし､教育実践研究の論文化をSoTEAのように欝EB活動の優先事項として位置づけてはいな

い ｡

教育実践の論文化は､個々の大学教員が自分の実践を省察し､他の教員と共有していくため

の一つの有効な方法であるとしても､限られた時間のなかで､研究､教育､大学運営､社会貢

献等に携わることを求められるわが国の大学教員に､そこまで期待するのは過重負担になるだ

ろう｡何よりも､書きことばとして伝えられるのは教育実践のごく一部でしかない｡テニュア

制度がなく教育業績が重視されない日本の大学では､教育実践の論文化は､効果の大きさより

負担の大きさのほうが優位に立ってしまうおそれがある｡

詔-愛せ敏蘭実践⑳典衛偲

SoW鮎と相互研修型 F欝の間には､具体的な活動においても共通性がみられる｡ とりわけ注

目されるのは､相互に学びあい批評 しあえるような教 育 実 践 の 共 有 化 に両者がカを注いできた

点である｡

私は昨年､田本教育工学会 ◎6月シンポジウムにおいて､センターを代表 して ｢大学教育実

践の共有化とネットワーク形成｣と題する報告を行った (付録 8-且参照)｡ そのなかで私は､

①公開授業 ◎検討会 (且996-)㌔②工学部教育シンポジウム (望005-)㌔③大学教育研究フ

ォーラム (且995-)㌔④大学授業データベー ス (望003-)㌔⑤ We態公開授業 (望00冒～)㌔

というセンターが行ってきた5つの活動をと り 上 げ ､ 実践の単位､媒体､分析視点､参加条

件 ◎規模という観点から紹介 ⑳検討した (表 3 参 照 ) 0

窪三 一~:こ写三'･?.;テ憲聖 二 :''lt:I:‥寺 予 告 宣 ミ繋 ぎ?i;:I-豊 二三:･'':-:･衝立

臣薬践◎輿飽 詔 臣媒 体 ヨ 監鎗 新 親 戚ヨ 臣容顔田条件国親襖ヨ

頂や愈閑授業国 ｢善葦 ÷ 予 -∵ 黒 長 景 言うT上声rI
S** * 観 察 憶 複 数 (東学数寄関係者)

芝田名前後

fi.二軍宇 ｢隼 三 二 十 ∴上 溝 卓 二窪 憲 二 1 七二ご雨
ミ敵誉シンポジ÷∴ 招学部教職農)

約9◎名

38東学敬蘭研究 ｢革ま㌧. ∵㌣｣上1 溝喜 亡等宍誉) 吉で㌫上予モ∴
㌻ナ-ラ 牽癖飽 く東学教蘭関係者∋

約5◎⑬名

轟各東学授業 ｢耳‡ 二∴-二二号 童子 く車誓言) ITチ㍉
+'J-+下-千 (文字が塞) 不特定

千十∵十王雪捧持 腰喜子予 ㌻∵-∵二子 二手 . ST二王草
(映像昏窟夢が豊) *観察富ま霊視慮 (̂劉済規約も野闘う

な.7巨でもQと⑤を苧む ｢亨学 ･}i=::5･L:害えット丁一丁｣ .I(_-:_::･:;圭 '･:-.-,-?･:-777二i･=I-::_i/_::/:j:::/:.T二･-:,y二;.豆_I.::'

三:7:/I∴二三:;.'iニ豆;:/:了-/_.:.:.:_) と:,:i-･--･ネゴ-のコ !1-胤.tの.'Tl=_.i_ニ::__f二三-=J::.I.二 与二二二二:!二二ユニ=::fItと.:,･-:慧:J'三'洞､!圭子

は興味深い｡

-;:..二_:-



右は､ ｢大学教育ネットワーク｣の

トップ ページである｡ ｢大学教育ネッ

トワーク｣は､大学教員の相互研修の

場をWebに構築することを目的とし

て､(a)大学授業データベース (上の

④)､(鮎)大学教育研究フォーラム ◎ア

ーカイブ&レビュー､(a)学内向けFD

データベース(4)､(a)Web公開授業

(0m-‰imeFD) (上の⑤)の4つのプ

ロジェクトから構成されている｡

(a)は学内 ◎学外から､魅力ある､ま

た授業研究的にみても意義のある大学教育実践を収集し､We魁上で公開 ⑳共有化しようとす

るものである｡一つの授業科目を伝えるデータとして授業風景 (動画)､教材､学習成果物な

どが盛 りこまれ､授業者 自身による分析がそえられている｡これは､監M弘の馳 eGa且且eTyOg

TeachingandmeaTnimgの発想とよく似た試みである｡

(魁)は､大学教育研究フォーラム､および大学教育研究集会(200後年度から ｢大学教育研究

フォーラム｣に統合)で行われた個人研究発表の要旨を､ ｢発表論文集｣から転載するかたちで

掲載 している｡査読のないÅ4版 2ページの短い論考ではあるが､SoTLAで奨励されている教

育実践研究の論文化の一形態といえるだろう｡

(a)は､大学授業の実践者が､自分たちの授業映像や資料を持ち寄り､オンラインで公開授

業と授業検討を行 うための場である (付録 8--2の酒井論文参照)｡ センターの公開授業 ◎検討

会は､日本独特の研究 ⑳研修のスタイルであり､近年､海外でも注目されている ｢授業研究｣

(英語では､ "‰essomSもudyタラ､あるいは "諸ugyo監enkyu" ) を大学授業において実施 した

先駆的な試みであった｡We鮎公開授業はそのOn-LAine版である｡

--辛

‥"…"H'‥……鞍お品壷壷1------★---●-All.-.-.̀-

転 喜妻…: 顎.～.i.:.pガ.>: >令 事事詔 .. 十i 浅哉虫' キ:≡.A.:i-

I.t.■- ,::.ij:

◎左右2画面同期提示o

歯 左:固定したカメラワークで授業者を中心に撮影

寮右:教室全体の映像や学生の様子も含めて､

こうした活動を私たちは､カーネギ-財団の活動を知らないままに進めてきたのだが､結果

としてできあがったものには多くの類似性がみられる｡平成 20年度以降は､概算要求プロジ
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ェク トの一貫として､カーネギー財団と研究交流しつつ､監濫濫PToo且kiもの日本語版の作成な

どにも着手する予定である｡公開授業 ◎検討会や We鮎公開授業など､センターに特徴的な取

組についても情報発信 していきたい(5)｡

冨 - ,- ;? (･･ . 鞄葦V,:<;;;:.

私たちのセンターが4年間の 鎧Pの取組を通じてなしとげた最も大きな成果は､野E3の組織

化である (第 五章参照)｡ センターでは､相互研修型 野EBを､①京大の欝EB研究検討委員会の

設置によって学内全体に広げ (付録 5参照)､②開西地区FEB連絡協議会の設立によって開西

地区全体に広げ (付録 9参照)､③大学教育研究フォーラムを充実させ大学教育学会など関

連学会と連携することによって全国に広げ (付録 6参照)､④欧米やアジアの国々の関係者

との連携を結ぶことによって国際レベルにも広げっっある｡もっとも､③の大学教育研究フォ

ーラムはすでに 且後年の歴史をもっているものの､他の3つについてはようや く着手したばか

りであり､主には､平成 20年度から実施する概算要求プロジェク トの課題 となる｡

カーネギー財団でも､且998年からCASTEAプロジェク トを開始し､200後年には瓦SSOW弘

を設立するなど､組織化を積極的に進めてきている｡すでに2-3でみたように､CASWmに

は､機関リーダーシッププログラムと加盟校 プ ログラムがあり､前者は SoW‰の活動を深化さ

せ､後者は拡大する働きを担っていた｡また､前者では､同様の課題を抱える複数の高等教育

機関が､一つのコーディネー ト機関を中心にクラスターを組んで､共通テーマに取 りくんでい

た｡規模では､圧倒的な違いがあるとはいえ､その組織化の方法に学ぶべき点は多い｡

私たちの計画では､まずはテーマより地域ごとの大学間連携に目を向けている｡全国を関西

地区のほか8つの地域 (北海道 ◎東北 ⑳関東 ⑳中部 ◎北陸 ◎中国 ◎四国 ⑳九州)に分けて､そ

-れぞれに拠点校をおき､野EB活動の大学間連携の中核を担ってもらうとともに､そ うした拠点

校をつないで全国的なネットワークを作ろうという構想である｡これと並行 して､テーマ､大

学種別 (研究大学､教育中心大学など)､あるいは学問分野などによるクラスターとネットワ

ークが形成されていくだろう｡こうした組織化における私たちのセンターのポジションは､カ

ーネギー財団よりは､むしろ瓦UBのような拠点校に近い｡

また､CASWmに加盟する高等教育機関は､SoW弘の理念を共有 しているが､私たちの提唱

する相互研修型 FDは､現段階ではまだ採 りうる野E3モデルのうちの一つにすぎない｡今後､

より広く共有されるモデルになるには､いっそ うの理論構築､そして組織間 ◎個人間の相互研

修の蓄積と成果が必要だろう｡

董 = こ : ':I,I_:Tr:Tt･LI;iliT,霜肯 注

本稿では､カーネギー財団の SoW鮎との比較を通 じて､ー私たちのセンターの相互研修型 欝E3

の特徴の明確化と課題の検討を進めてきた｡

最初に述べたように､SoT乱と相互研修型 F欝は ｢専門家モデル｣と対比される ｢同僚モデ

ル｣に立っている点で共通 している｡ とはいえ､このことは､同僚モデルにはア ドミニス トレ
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一夕-が不要であるとい うことではない｡むしろ､教育実践の共有化のシステムや 欝Dを行 う

大学間の組織化が進んでくれば､同僚モデルを具体化するためにこそ､それをサボ- トするア

ドミニス トレーターの必要性が高まってくるだろう｡ Wesもo弧&M c A 蜘 ne (200且吊ま､SoTEA

を促進するためにプアカルテイ ◎ディベロッパーが果たすべき役割について論 じてお り､実際､

SoTLを実施 している大学の FEB関連組織のスタッフには､多くのア ドミニス トレーターが名

前をつ らねている｡だとすれば､ ｢専門家モデル｣､ ｢同僚モデル｣とい う二分法についても

再考する必要があろう｡

私たちのセンターは､カーネギー財団 (むAsTL､監M‰) とは独立に理念 と活動を形成 し､

現時点でかなりの類似性を有 している｡今後､概算要求プロジェク トにおいて､お互いの交流

が始まるなかで､多くを学ぶことになるだろう｡ と同時に､私たちの側からも何 らかの刺激を

与えうることを期待 したい｡

追

(i)略称には SoTLとSOTLAの 2つが使われるが､本稿では SoT鮎に統一 した｡ ｢ソー トウ

ル｣と発音される｡

(盟)たとえば､京都高等教育研究センター (設置母体は大学コンソーシアム京都)がわが国の

プアカルテイ ◎ディベロッパーの先駆けといえる佐藤浩華氏を招いて 200冒年 7月に実施 した

FEBセ ミナー rFDのリーダ-になるために｣ には､且且8名の参加者があった｡

(3)SoW弘におけるevi捜emCeは､私のみるところ､NBM二(naTTaもive職級se過me捜ici弧e)と対比的

に使われるEBM(evidence-翫asedme組icine)におけるevi組e弧 Ce (数値的根拠)よりもむしろ､

naryaもiveとevi組emCeの両方を含むような広い意味で使われている｡

(4)(a)はまだ準備中だが､近い うちに､全学委員会である野E3研究検討委員会の H野として開

設 されることになっている｡

(5)馳 eGa且且eTyOfTeacぬ 亙喝 am姐鮎eaT弧imgでは､ 日本の小学校の ｢校内研｣が "監o覗取扱亙-

駄en" として紹介 されている｡
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松下佳代 (200冒) ｢課 題 研 究 ｢欝EBのダイナミックス｣の方法と展望｣ 『大学教育学会誌』

.T:;;･巻 コ_普,'l了:-≡::･･｡

中島英博 (望006) ｢カ ー ネ ギー財団におけるSc鮎o息aTSぬ亙po雷Te盈地息喝 の変遷｣ 『学生 ◎教師

の満足度を高めるための野EB組織化の方法論に関する調査研究』 (平成 且6-且冒年度科学研

究費補助金 ◎基盤研究(盟)(盟)成果報告書 :研究代表者 夏目達也) 且 6 且 -且65｡

:S‡二 二三二フ:-_･,仁二言:I:)T三.:王Il:_;:;i,二･:-,tl._-･:王二g3eIjiこて_i.豆 ､:=･与,£_コ5T･=-･,5_[(i::)言C一二'7.

田口其奈 (望00冒) rFED推進機関における2つの機能｣ 『メディア教育研究』趨巻 且号,53-6乱

田中毎実 (望003) ｢京都大学におけるFEB｣ 『瓦D濫』●3月号夕且6-孤

鳥居朋子 (望00冒) ｢学識 としての教育のとらえ直しと教師集団による組縛的な教育実践の改

善｣有本章編 『高等教育研究叢書 9且(野EBの制度化と質的保証 〔前編〕)』広島大学高

等教育研究開発センター,39-趨冒｡

7]-≡:3七t=,I.,]∴三.137;:IjjI=.･._/i:1王_T_I.,=J,二..A.I:2二〔I.て_)･Il.I./_-:i-Iti二言:=:豆 悠 ･:;･.I;ILT._三豆 713ic_?.:_:･=_e･こい二〇朋 .IIC7_i:;ILTL･C_

豆=_:I.Ii二王:.i.Ill:I:二三･二F,･ここ:I"i二三+I:I::二五:J≡:.:(3:C1,)∴5,I_三cJ去cIS_::士 _:/=7,-_;遠='･･e:-5.I.Tlrヂ=･j=Sj.TIE.･.Cl:_lT,-e.lSI._ここ点{3

.I:･=_::lT:=･IrJT=73_=T_-:j::I･=:l'?:.:･:･3:I_:I,II-:_-I.三二
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･亀:7:_;:----1一･;;-_;::_ -:,i-･=::_i--享 :=:-:iI:::=-:'i:-;-菓 寺 葉 書 1-fi:-I-_薄 幸 重 き

t工 は ;:'∴藍汗二

本報告はタ筆者である准教授 ⑳大山泰宏且がメキシコのプェブラ-アメリカ大学 (U弧iveTSi捜a捜

組e且asAmeyic級SタP随e鮎息a)にタ望00等年 6月夕冒月に客員教授として招聴された際にタ･通常の授

業の他に依頼されて教員向け笹おこなうこととなったタ望つの講演 に関する報告である｡ この

講演はタ本特色 鎧野に直接属するものではない｡ しかしながらタ セ ン タ ー がこれまで蓄積 して

きた相互研修型の 野EBのモデルに関するものでありタ またタ本 特 色 鎧 P の プロジェク トに属す

る構成員がおこなったものであるゆえタ 実質的には 特 色 鎧P事 業 の事業と区分することは難 し

いものである｡実際にタ この講演によってタ相互研修型 野田 に関する海外の機関での反応や受

け止めを知ることができタ かつタ このようなモデルの発信をおこなったうえで大きな意味があ

ると思われる｡よってタ ここで 紙 面を割いて報告するものである｡

~~.'.･･∴ -/::/~:-_-;･:I:∴ : .-:･･ ,∴ ∴∵｣草 ･;∵:I-;_:Ji:I...IA..:i--∴工:単三豆i:i･:..I:･轟.lL:･.I:,:.･,挙･

筆者はタブェブラ - ア メ リカ大学 社会科学研究科 晦sc硯息e組成e鰐息e弧C亙盈SSoc亙絶息es)に客員教

授 としてタ望00冒年 の 6 月 半ばから冒月半ばまで滞在 した｡その間夕同大学の野馳を担当するセ

:I,5･､-であき 藩亨 F-51-i'.革 ･･鞍 1-i;:..開票･セ∴/タ･-､:･･.II).･{::i-.I;:･._C=t烏 二:.::i:..:∴/)･豆 ,:工三五 二;･_';:I:t!･三.lf二二烏 .･･::.:･r:工二言三二:_

EBoce弧もe)よりタ同 大 学 の 教 員和 すのセミナ-をおこなうことを依頼された｡このセミナ-はタ

野E3の一貫としてタ 春 季と夏期に集中的におとなわれるものである｡本年度夏期にはタ筆者の

担当回を含めタ全部で 且望回の講演jワークショップがおこなわれた｡各講演/ワークショップの

受講者にはタ各回ごとに受講証が授与されるがタそれらは各回の内容によってタ EBi節且om盈組oe弧

二;:･=J:..二3号.こ工･1,･j:.:.･:-,ご つご三;-/_::I;ニ :亙半持 J,忘考 II･こ詩 する証書二･と IIt:.:豆:･=::_l･_:_豆二鳥 ;I._ll--;-;:::五二t･1:I.:-:i-j工∴･三_

既弧Se免盈弧Z盈(教育におけるテクノロジ-に関する証書)の大きく 望 つ に 分 け ら れ る ｡ 前者はタ

野EBの理論,教授 ⑳学習法の理論夕評価の理論 と実践などのタ理 論 的 な 部 分 で あ る ｡ 後 者 は タ

マイクロソフ トワ- ドの使周法に関する講習タパフ-ポイン ト の 効 果 的 な 使 い 方 な ど , 教 育技

術 ⑳メディアの使用法に関するものである｡筆者が担当したの は タ EB 亙p 且o m 盈 組 o e 弧 野 e 弧 S盈m亙e弧もo

伽 宜 も 亙C ⑬ の う ち 望 回である｡なお効果はタスペイン語ではな く 英 語 で お こ な わ れ た ｡

-: ∴ E:…L;:i_p誉 喜l:I.･I::.･･ ･ ･:/ :; ･∴ ,:_. I/:･じ-:l･;;:こ音 字もI

かねてか ら 京 都 大 学 で の相互研修型 F EBに つ い てタ ま た タ 高 等 教 育 研 究 開発推進センタ-が

実験的にお こ な っ て き た e-且e毘丁弧i弧g の 実 践 に 関 し て は 筆 者 との私信を通 じてタ鰐e弧も雷0組e

二二1-::__:::JT-7･三二Ie.::.:t･∴ 損 一二::.･CS._I-,IF::).--1 ジ 二･t.=J･:f=工ニ::Hi::･ 三.=j I'.･=･二 三 :_･_::-,､三 の セ :/タ＼一寺 である L-:=･C三.L豆 三:.I.･.;_:･f:j:ニ

現象m亙E?eZ教授 が 興 味 を 示 し て い る と こ ろ で あ っ た｡したがってタこの望つに関して京都大学で

の実践を含 め て そ れ ぞ れ 魂 時 間 の 講 演をおこなうことが求められた｡なおタ 当日の講演の様子

はビデオ撮影 ⑳録 画 さ れ タイ ン タ-ネ ットを通じて視聴できるようになっている｡

且 望00冒牛 乳望月 3且日まで在籍｡望008年 風月 且日より大学院教育学研究科-異動

-2,T3/-:_--



望4講演 頂 :遠隔教蘭夢≡関する講演

ひとつめの講演はタ瓦mSig鮎もso孤軍isもamceE捜ucaもionaも監yoもoUniveTS軸 と題する遠隔教育

に関するものである｡この講演では,旧 ◎高等教育教授システム開発センターのときよりおこ

なわれた,監濫諸(監eio働 Oもo諸oi弧もSe率 may,且998-2000)および 監因Ⅴ(KyoもO-NaTuもoViTも隠a且

U孤立Ⅴ紺S軸 ,2003-2005)の実践から得られた知見にもとづき, 遠隔教育の大学教育における意

義を批判的に捉えなおすということを主眼においた｡上記 望つの実践に関しては, 京都大学高

等教育叢書 冒号 『平成 且1年度 弧 -KyoもO-監eio諸oimもSemimap-で何が起こったか～授業 ◎合

宿 ◎インターネットを通した学び』(2000年)および京都大学高等教育叢書 且8号 『バーチャル

ユニバーシティ構築の基礎づげに関する総合的研究』(望00趨年)を参照されたい｡

望-濁色奉読演◎要静

遠隔教育は教育機会の拡大というイメージで捉えられることが多いが, それらは単なる近代

的教育の ｢教室｣を電子空間に移行したものであることが多い｡すなわち, 遠隔教育のメディ

アがもっている真の革新カである, 学生の学びを根本的に変えていくこと, 教室空間と日常生

活空間 ◎労働空間との二分法を超えた学びの ｢場｣を構成 していく可能性があることが十分に

活かしきれていないことが多い｡京都大学でおこなわれた2つの実践では,遠隔教育において

学生の学びが根本的にどのように変わるかを実験的に試 したものである｡そこでは,望つの異

なる文化的背景をもつ集団がオンラインを通し相互作周をおこない, 他者イメージの構成と変

容,コミュニケーションの展開夕 協調作業等によって, 学びの場を自ら構成しつつ学習を展開

させた｡ここではタ 特定の学習目的に向けた効率的なメディア使周というのではなく, メディ

アの意義タそれがもたらす感性や心性-の影響, メディア空間と対面空間との接続などに, 学

生が直面し問題解決をおこないながら取り組んでいくプロセス担体にタ重要な学びの意義があ

ることが示された｡この講演で右耳実践の概要を紹介しつつタ 以上のテーマに関して, 参加者の

ディスカッションを交えながらタ 理解を深めていった｡

三一11,㌦･?" 葦;･･;ETI7音.:1/:,I:;ミ志士コ′‥号･･′･ト

ごく直前でのアナウンスであったにも関わらず, この講演には全部で 且9名の参加者があった｡

このような夕 日的推進的でないタ 学びの場の提供というe-且eaTmi喝 のアイデア自体は決して特

別のものではないが, メキシコの文脈の中では珍しいものであったようである｡というのもメ

キシコではタ 広い国土と不十分な教育資源のもと, どのように教育機会を人々に広げていくか

ということが, とりわけ高等教育においては重要な問題になっている｡.従って遠隔教育の研究

も, それがどのような教育的効果を与えるかとい質的な事柄に関する研究よりも, それをどの

ように安価で安定したシステムとして広げていくかということに重きが置かれるのである｡し

かしながら, 現代ではメディアによっで情報受容したり他者と交流したりするということは確

実にメキシコでも浸透してきており, このこと状況をも考慮したうえで教育空間のデザインと

いうことをおこなっていくべき必要性ということが, ディスカッションされた｡

次ページから本講演のスライ ドを掲載しておく｡
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凱 講演 cGa.:嶺義鱗藤型 巨ご馴 二親す る講演

軍つ めの講演 は,Facu晦 Deve且opmemもas且eaTning commun軸 ofpTO鮎 soTS:An

expeTiemcei弧ぬpanと題するFDに関するものである｡この講演では, センターが設立当初か

らおこない徐冬に洗練化 し拡大していった相互研修型 FD に関してタ その方略の特色と意義 ,

およびなぜそのようなモデルが必要であるのかということを大学の自治との関連から述べた｡

I_I;.:!,t1-＼一一､̀上 本轟漁串蛍態フ

相互研修型の野Dはタ 京都大学の 且)研究型大学であるタ2)学部 ◎研究科の独立性が強い,

3)自由の学風という伝統 とい う特色に対応するばか りでなく, 大学における学問の自由と自

治とい うものを護るための責任主体の育成と,教授団の自律的責任性を育てていくための重要

なものであることい うことが論 じられた｡このモデルを具体化するものとしてタ 公開実験授業

と授業カンファレンスに関する理論と方法夕授業参観プロジェク トタWe鮎公開授業等に言及 し

つつ, 相互研修型 野D の理論 と具体的方法がタどのように発展 し展開してきたか紹介 した｡さ

らに参加者にはタ このプレゼンテーションを受けて, 自分たちの大学の現状と比較 しながらタ

相互研修型 欝Dの意義についてグループディスカッションしてもらった｡

･十 -･∴ 藩j軒寮L:i:f'･:.jt,I,:iI.:;I:1.:･益十∵二-I=工;･工 ･

参加者は一息5名 ｡ プェブラ〒アメリカ大学 における教育改善にはタ大きく2つの特徴がある｡

ひとつめは, 非常に強い 学長のカのもとタ 時には半ば強引な形で教育改革 ◎経営改革が進んで

いるということである｡教育の質管理のための様々な手段, すなわちタ 授業評価 , 教員の業績

評価がここ数年でおこなわれるようになり, 教員の業績や取得学位によって教員は5つの職階

に分けられる｡時にはタ 業績の芳 しくない教員や学長の方針に反対する教員は解雇される｡ま

た学長の強権カに対 して反発する教員は辞職 していく｡ こうしてタ 人事刷新も含めたきわめて

トップダウン的な色彩が強い 教育改革が進展 していっている｡この文脈の甲で, 教員集団の由

律性 ということを強調する相互研修型 欝EBの考え方はタ きわめて新 しいもののようであった｡

プェブラ-アメリカ大学における大学教育改革のふたっめの特徴は, 教員集団としての組織

的な潜在力を高めていくというよりもタ 個東大の教員が教育技術を身につけていくことい うこ

とに重きが置かれていることである｡これは, この大学ばかりでなくタ多くの大学においては

教員集団の開発 とはそのようなものであると,素朴に考えられていることが多い｡ 本 講 演 で 紹

介 したタ 教員が自らの教育実践をブイ-ル ドとして教育実践に関する研究をこない知見 を 検 討

しあう ｢大学教育研究フォ-ラム｣の試みはタ 大きな驚きをもって受け止められた.参加者に

揺,こうしたことが可能なのは, 日本で大学教員の動機付けと意識が高いからではないかといe

う意見もありタ メキシコでは出発点があまりにも違いすぎるとい う嘆きもあった｡ しかしタ こ

うした潮流 は 一 朝一夕にできるのではなく, まずは毎分たちが自分たちの実践とそれに対する

リフレクションを発信 していくことを丁寧に積み重ねていくことが, いつか大きな流れとなっ

ていくのだとタ 私 たちの経験を伝えた｡

次ペ-ジよりタ この講演のスライ ド資料を掲載 しておく｡

-?.3?_.-
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Toknowoも翫eFS-peTSPeC官主vesi飛duiGeSも翫eTe鮎 Cも喜om

｡･:,.,J豆Sこ./:･rlラ:;ミ;Si-,.三,=::;-ie …王 ∴?,予T.二一喝 号,I::-､ミ'.':

pこ~●十王で-:Li二王~=･ IT'-I :-::.,,I:･‥･ :::-:-'-l'-::-J=工 i:A,･:,てSI;.--:;;'3̀圭∵㌍
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鮎 sh o m o n approaeh(5｡M ｡A紘ims,且9 7 2 )

圏 T ec旦1m0号oglCa丑approach

definepro捌ems一generalgoaト aims-
behavioralobjec官ives一me蝕ods anddesign-
ac扇viiy-output-eva!uaiiom a c cordingto餓e
behaviora召objectives

atomist壬C,COnVergemt, m o d e rn,positiv竜sm

嘘Ra軸omom approach

definepro捌ems-g e m era旦goa巨 heuTisticand●
creativeactivity-descmptiomfrommult呈-
perspec扇ves-eva呈ua扇omaccordingiogeneTai
goal

ho旦由ic,d豆vergent,pos如odern,comstructivism 呈9

":,--I-_;-_:----,-f----=:=･--:_-:__;-;:i,-i:千:;-:二:--_:lf--_-i_-I:;I_-:_:∴享

~-:I--+--::I,j≡二三三二二言二三三二三二三二:∴ ;:T=_-:i7-I:
●

鶴 Seげ objec浦 cat盲om

歯 音mierac音量omofd盲fYeremもse漫ves

抽ese粁intheclass

酵aCtmg-Self

蟹mOnitorl11g-Self

theselfinwatch流g/llarratmgV盲deo

鞠WatChiilgandinterpT-etli-gSelf'

聴11arratingself(performativeaspectofspeech)

-i-1i-_:--_千 七 羊 こて-ji-1=:::二三三二二二･･-:･t二_て~--?:-;_二∴

圏 摘KyotoUniversity

1995-2002:openthewholeciassesofourowllOmnibus
course,011CeaWeek(28classesayear)
2000-2001･.observenlOTethan70classes斤omthenlOSt

ofspecialtieshKyotoU

2003-:openoi-eClassofseveTalcoursesiilKvotoU+I

寮 PreVaHedtootherunivers摘es,andbecameoneof

班emostcoymmonFDsirategleS摘Japam

辛-:-.-iiニ~こ.:.iI-_-:_圭 ~千三三=11-=I=--_=ミ豆 :fr~--_::二三;∴∴て

-I-t三二三-I_≡-I::::/__,I:/-Iiニー言1-ミ∴ 二子:三二千二i二IF/I:

窪 Derek迅okCe雨er(Harva瑚 method

歯 Waiching抽evideotapedc召ass,andstoppmgi摘me

totime,班eteachernaTraie毒もtoher/hiscompamion

her/hisintention, whatS/hefTeii,洩es鯨aiegy
omthatmomeni, ‥‥

圏 ThisisRota"playback"ofac丑ass,butacurremt
reconstrilCtionoftheclass

圏 GivealotofillSightstotheteacher

二二∴二‥‥宰 :I.li--二三三Il:-'7--I;--1Z-:I---:-I…きt:-二二千二二
I:"-/"::-_二二--::二二If--I:三 ITt-_-i--::千_

困 M油長fTaGeもda臨餌 researGhesomteaG項壷 g

studemts-eva盲uaiiom,studemもys毒mterview

peereva抽at盲om ,peeropm io ms

-twomoviesofthec玉ass(focus毒mgom teacher,

fTocusingomstudents)
teacher書sselfcomme且鳩

○
困 Ama且ysISO旦HheTe臨io王領Samong

studemis'behav毒or, stude雨S'cogm由om,
S好uc.餌eof抽eclassぅ音eacher'scogm摘on…｡

二一･-1'/:_-_-Ill-=-_:I-:-二三二二t-I--:T=-?_I-I-:i二̀三 :---I,一二二二二i-:_-:I-･-

-AgamStTop-downFD 五m耳apan
●

圏 U痛iearly90S:TheparadisをacaieraofJapamese
um盲versities

automatictenure,noeva一uation
studentsareconsideredasffmatured171a汀∵抽eyare
autoi10mOuS,theycanleanbythemselves一′
professorcanconcentrateOnTeSeaTCh
widevarianceinthequaHtyofprofessor

凝 Frommiddleof90S:Beginm毒mgofqtla苫iiyassuyamee,
some音量mesexcessive

seif-study,extemaievaluation,a?Credjtationofspecialist
couTSe,Outcomesevaluation,projecteVaiuatjon

･J,Courseevaluation,professoreva王uation
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W h y p TO 飴 sso rs守且eaningcommuni吻 ?

- T w o w ay s 餌 Qua且ityM anagemen七

国 Q ua音義iy A ssurance

assurance,audit,accred托aiio書1

際 Q ua音孟母監油amcememも

enhanceme鴫encouragement,enthtlSiasm

臨 Q uaHq,AssurancesystemsometimesafIfTects

megaもiveiyto班oseabovem喜m壷mu息1吊eveL
WeneedanothersystemforQua軌y
EnhamCememも.

ThetypesofC且assObservaiiom (criもeria且)

三ndiv…dL…2号 D毒sc溺 mary 量雨evdisc溺 nary

based based ba畠ed

vo抽mtary departmen官or committeeofwho昔eumiveTS沌yorFD-unitgrow.PS fac油y

iniensive help鋸 inre.flni.i一g he桓蝕 毒nre紬 ing
contents&CuTTicutum Coursedes]gn

a卵tofade concernabout som離imes

F in dings鮎 m observaiionsinKyo息O-U

淘 Ex.emp昔涌ca音量omofefYec扇ve竜ec蝕ばedes唱m

築妄S鯨ucture:

愚COmmelltSformintltePaper(andanswerforthe

homework)- show抽eoutHileOftodayTstheme-→

treiationwitheverydaylife- explanation-

exercise,work(activity)i- (instructionfor

homewoTk)- miilutePaper

OtheTfeatures:

顧queStjonmg,i5minLlteS7module,fiTStCOnCreteand

famHiarmatter,blendoflistenmgandactivity

W h yprofessors亨且eaningcom m un玩y?

一一-A 亜o丑唱 餓e亀盲fecyc喜eofprofessor

圏 B egmner
Motivated.interestedineducationalski月salld

technologleS

TipsandskiiHTainlilgSareheipful

圏 Experienced

Havebuilttheirownopinion/plliiosopllyOnteaching

Skillfulenough

Maturationasprofessor-losmgtheiearner'sperspective

圏 Expert

Havefimlbeliefiiltheirteachingorfeelneedstochange
themselves

Beiligexpectedmanagementrole

TheもypesofC且assObservaせion (criもeria2)

Se再es Shareapart EVent

Opemeveryciass Setperiods触C呈assobservation Om且yonetime,announcedbeforehaild

Reはx,natural, S測量matura1 Weuprepared,
shareCOnteXt wi班besteffortS

ApHofa量目n Di用cu旺toshare Apa沌fTOmim pr o v em entofeveT y d ay ーsclassつ∫-rU

二 二豆 ~三 :-I-:=!-壷:-I≡‡

露 O m漫y s損 g如 c h a呈ngeSmakebig且mPrOVememtS

豆m tea c 讃壷 g

P o s摘 om ngof抽eteacher

Teacher'sa鴇em音量on血rimgc呈ass

Noiseinthec一assroom

国丁重10Se翫mdi旦1gSareOm且yposs壷b漫e鮎 mc且ass
observaもiom
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監 XもensionofTeaGhers960mmuni吻

圃 Web-basedc畳assobservaiioil(st測im
pFeHm inarystage)

Videotapedc王assisopenon軸eWeb

ミき1-0m加ecohferenceusmgBu鳳 責nBoardSystem

(discL且SSiollforum)

CorllPuterSupportedCoHaborativeLeamlilgOf

professors

闇teaChertTainlngfore-Learlllllgdesigll
●■

欝 OrganlZlnganintemmiversltyCommunity

Toward蝕eⅠnter-Universityeommun且もy
■

園 On2007,FDisestabiishedasadutyinthe
AccreditationStandards

Govermle11talmovementtoestabHshatTainmgsystelTlfor

univers汀yteachers

ConcerllabouttheTop-downandrigidstandards

UTgentneedforanautononlOuSaSSOCiatiorlforFD

困 Constructmginter-UmjversltyassociationforFD

Tryingtodeve一oparecIPrOCaiandcomplemei-†aryqualityJ■

managementsystemamonguniversities

Se終regulation,autonomous

TryingtoexchangeinfoTmatiorlaildcooperatewiththe

MinistTyOfEducation
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二 =-:-:Il-∴ 二_:_"I--∴三:亨三 ≒ ニ 〒三三 享宇 _幸 三 て -I_:/-≡

~̀∴ 牢ぎこ定言こ

京都大学高等教育研究開発推進センターでは､大学教員のオンライン上における研修の場 と

しても望鍼6年度にウェブサイ ト ｢大学教育ネッ トワーク｣を構築 した (酒井う望00冒)｡｢大学教

育ネ ットワーク｣は､｢大学授業データベ-ス｣｢大学教育研究フォーラムアーカイブ&レビ淀

-｣｢We鮎公開授業｣の 3つのプログラムで構成 される.この うち､｢We髄公開授業｣は､大学

教員の授業改善のための研修の場 としてオンライン上に構築 した ｢公開授業 ◎検討会｣システ

ムである｡左右 望画面の授業の映像を視聴 し､電子掲示板上で検討会を行うごとができる｡現

在､We鮎公開授業は､島根大学教育開発センター馬山形大学高等教育研究企画センター と共同

で試行を重ねてお りも望鍼冒年度の実践についても望00冒年 8月 望8田-9月 且田にブダペス トで

再漬 された票 悠.亘ヨー-ロジバ敦賛学誓学会 (I.,;==王f_:3::TllI_･･･⊃Ii.7､･:;aエム管ミ㌍三fj:;iGご∴::TJでReL=-Saご･:;ll=1.CL::3:.

鮎e盈E?組立鼠g盈取組瓦弧SもE?硯鑑も息⑬弧)において研究報告を行 う機会を得たので報告する｡

:,S.a,.:::3･:.I.十三三日:.:.:,-:}て こ∴て

濫盈誠 はも教育における学習馬発達､教授に関する研究を扱 う学会で､且985年 より 濫盈雷且息

63⑬弧魚雷鎗弧姥を隔年で開催 している0第 乱雲回の参加者数は㌔欧州の研究者 を中心に､愚⑬東国か

ら且,8且趨名で馬うち田本Aは 望5名であった.基調講演 且且件もシンポジウム 乱射 件､口頭発表

後93件､ボスタ-発表 望冒息件などのプログラムで 畠田闇に渡って行われた (資料 且)0

二さ..I;;:tI等(;∵ー1-A.::国l-:.;:凄,I.:二l:-''工二＼･●:-I::?宍 三 壬三

事実童に関十 三:;ぎ;て:.トー発表 =:L:'It吾二三.手.:.::::･エ:5･王_;:.-Tl_IS_;;?･･丁:･:･･･7ILを三月 三:･ヨ ::六二に 行 っ た ｡T7

月に実施 した W磨鮎公開授業の実践について､5つの評価民度を設定して分析 した結 果 に ついて

報告を行い､We髄公開授業が､オンライン上における大学教員の学習コミュ ニティ の 基 盤を提

供すること､教員がぬらの教授に対 してリフレクティブになるよう促すこと､特 に 具体的な教

授技術に関して示唆を奪えることも対面 の公開授業 とは異なる研修の場を提供 しうることなど

の報告を行った (資料 望)｡

予 言‡ :.I.I:-::;ll二:I.'ll

酒井 博 之 望鋼 冒 ｢京 都 大 学 に お け る 瓦鰐管 を 活 属 し た 欝E3 実 践の取 り組み- ｢遠 隔 連携ゼ ミ｣と ｢We毎

公 開 授 業 ｣ - ｣ 『メ デ ィ ア 教 育 研 究 』 第 趨 巻 第 息 号 ､ 趨且-愚息頁｡

:I:三T;I:_r:.ぞ∴ ･:I-I.I:=.:.I:.ニ :3=.五 iフ工 .=･':TF:-I- 二 ･-:了=JI.::茎.::･II::,::.7:;;I,::I-;l!T3.Tr･Jこそ_ミ三･･三.壷.≡:3,I:.r:･･=-.･C/I:･-､甘 こ〇二SITS'5号I:T..::.ITJ.-ll

--I:.:IL.::-,7=}:i･五 十 .･･.::-i,I.･3-::::3:ごr::･･:王 王 ::r･:_;.p言 ::.一二 三 三三:::A.I:iぞニ :=･ここ::?:-:I-=∋:I_.7.i-=･:I:.さI.･:I-;:;･T5･:-:.守.:I:::.二.=･ニ ::_ぜea:?:L王 三つ.貫 三エ l:I:_

二二し主ご二.J.-i:･f_I:二 .:I-:.lI.,:.ど,::.i:;･三fj::･;三二･,IJ.言a:･::三rJ -'･.::.I.I:I;.::Sも 三二 言 ･:I'ごて:･･.
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二二≡ 二 二

言や･･:,_:I:I,:,;i-Iie･出 てミ

1. AssessmentandEvaluation

工 ∴-:･lll̀草:,-i;盲rj:鳥ニ‥)･:_::N豆∴;二
･';.∴二日:.:;.一t..::,･十一二ご

:.こ 1.ふ一･"-:巳笹.毒;i.!∵;･e'i.;'.";:亡､

//t ~･;;串･T=..●さ:.:i.;【~L二;/.I.;こ:.li
5. 1ndividualDifferencesin

LearningandInstruction

6｡ EnStruC餌ona至Design

7q Learmmgand三mstruction
withComputers

8. MotivationandEmotion

9事 帥enOmenOgraPhyand
Vari離io門Theory

10.SocialInteractionin

LearningandInstruction

--∴ T:r--}ミ:/L:::I:.zf∴l;-/I:I-1h-:hi
Education

12. Writing
13. MoralandDemocratic

Education

:i.年モ･:〒三ご･:豆≡':u7:I.j≡二.:Iri1.,.ll'-.::三l･きこt:;.て.;
DeveLopme離

:I.i∴ ごip三･｡i.:ミ…三三三一:u･T三三;二≡fj:I.壬宇目･･;･･f1.5･'j.I/

16. Metacognition

且7.Qua約滴vea雨
QuantitativeApproaches
toLeam柄gand三門StruCtion

18.EducationalEffectiveness

_:_:こt∴:-I.eHgicL卓二こきi-;i.j和 毒i'至;:;:a_i
Education

20.ComputerSuppo托ed
lnquiryLearning 3

長塩 :-:?i;早 雨 舘 ご中 ::噌 :了如 上

I:ド:-::.lt:1･llE,:.:.i::.渥 巨･･:ニ‥iC:･こ:TIL_,t!(工件)

し:∴申しミ:･い ;･=享と巨廿･:l!二五 二r;ご!:十酎

∴こ:∴V:.てE･附 ∴油 ･･-i,.j.I:.I,:.;rT:,章L･J::.E･L:;_(:';-I_t･rtF)

･JI_:.:I(i:吊 再 ･壇 上叩 L:草√涙･･=-A(lil:.il件)

･:t･:I:-:叩 ,-!巌 (:;.･{鋸.I/件)

･･巨申年三;-:;I:!-Ll=:;Sた痛血::㌻̀:-:I.(哩 二-:(･lq二)

了､:-…･ミ.;:三i;::-:3･lr.;二洋 i･･抽 ;二了17:･.1.,だ∴t:.li.;:毒こ:…･盲.:～:(:_::+I::.件 )

･:･::7'(.;こ･̀r=I､二=7･･.=i豆 ･証 :;elう:-‥:､十 ･一･]L･などのデ='-_i

一三/.;:〕一一

とまよ､巨-至上:演

･･ ;:･:lJ r叩 ∈.I:.(1,■さゝゞ1.i.11tT](_:i;_;'L-ier弓 こ車 :I.(.i･:-:二UJ:皇一再巨汁止 まとL!両 rHLJ;i-I.;1･::≡

ざ≡･一雨 -i?言:fLr-;;I:(砧 二:(､:.iI!:;tT:･･!､̂r.;,-}･jrJ{fT1滴:;.iA;{_j/:)

･･･紹介文 ･よ.;'･:,-::二守 t.:r:i巨 し∴一汁 三:r･:I.こS荘 -[雷 ミ;巨∴_,I-.:･,I:≧雨 …r:iA十

I;}:I.･･/I.紬,:Iiさ-3･::A.離 lr:打,.守 :::'行雨 :I:.至鳥:きごささ.≡(::1守≡一二･..:.::-.･t_II:/i.恒:∴.

ト÷ ご'-I::[!'::::'.I.i.:;..工:,･l:1::.:巨§涙 .∵工_:ミ…鳥､:'r:紬∵二:､十 .,il;:;:坤_薄 _./'I'

⑳匡a輔 6:o関宮eF-e閃eeを隔年開催 (且985-)

一次回開催 (2009)はアムステル大学 (オランダ)

-JURE"JuniorResearchersofEARLI"を年次開催

･･:刊行誌 r-F弓:ラ::･二…･､:十 亘.;.i.I:::巨 高 .rts::I:二圧 ･』

一年6回刊行 (1991-)

[･.:･1'1'.:Iirl:ftiif,:;.tU沈 空 戦 ,73.霊l'lIニl'_-:fttL･

･T jこ･::.::･:=･:損 十日 .､再 'i･iL:,項 轟 ,二':-::上モ芦‥雨 巨･･=:;∴サ ド ■･･':ll..i:I..･さ｢..

∴恒 ;iJ'qty.!:i.:王rT':工豆 至巨叫 eSI,

I+､柑 甘一立.再責苧::L!::ユ甘｢､.キ 1.-.._雲1-･大草.雷 鳥 :∫;I,㌧

⑳ ワ-クプレイスラーニング研究のレビュ-

-一般的視点/学生のwo洩 -reB離edラーニングの視点

-schooトbased･work-basedの共通性

⑳ フォ-マル､インフォ- マル の両側 面

-フォーマル :計画的､構造的､誘導､評価 - ｡

-インフォーマル :暗黙､受身､慎重 ･･･
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DF.YasuhiroOYAMA

oyama@hedu.mbox.media.kyoto-U.ac.jp

_;:∴≡十 ●17}'三二,I.･.;I
sakai@zO4.mbox.media.kyoto-U.ac.jp
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